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プレスリリース                                      2003年 6月 11日 

総合化学会社 BASF（ビーエーエスエフ）四日市事業所にて 

BASFキッズラボ「夏休み化学実験教室と工場・研究所見学会」 
参加者募集のお知らせ 

～7月 29日（火） ＆ 30日（水）・親子で各 20組 40名～ 
 

 
BASFジャパン（本社：東京都千代田区、社長：成尾友良）は、2003年 7月 29日、30日に四日
市事業所（住所：四日市市霞 1-23-2）において開催するBASF「夏休み化学実験教室と工場・研
究所見学会」の参加者を下記要領で募集いたします。 
 

同教室は、子供たちに面白く楽しい実験を通して化学や環境に興味を持ってもらうこと、事業所
近隣にお住まいの皆様に BASFをより理解していただくことを目的に開催するものです。当日
は、水の浄化、スライムづくり、スーパーアブゾーバー（水分をたくさん吸収する素材）の実験に
加え、事業所内の研究所や工場の見学をしていただく内容となっています。指導は BASFの
研究スタッフが行います。 

 

スケジュール 
12:30  近鉄四日市駅前集合 （バスで BASF事業所まで移動） 
13:00  BASF事業所到着後工場見学 （バスにて） 
13:45  BASFについて 
14:15  化学実験 （スライム作り、水をきれいにする実験、など）    

 15:45  研究所見学 
16:00  まとめ 
16:30  BASF出発 （17:00ごろ近鉄四日市駅で解散） 
 

＜参加者募集概要＞ 
 
実施日時：  2003年 7月 29日（火）、30日（水） 

 対象：  四日市市在住の小学校 3年生～6年生と保護者の方 2名 1組 
募集人数：  各日とも 20組 40名（小学生と保護者 2名 1組） 
参加費：  無料（集合場所までの交通費は参加者の負担となります） 
応募要領：  官製はがきに、参加希望日（29日または 30日）、参加者の氏名（ふりがな）、学校名と 

学年、性別、住所、電話番号を明記の上、下記応募先まで郵送。 FAXでも応募可。 
 
   応募先：  〒102-8570 東京都千代田区紀尾井町 3-3 南部ビル  

    BASFジャパン㈱ 「夏休み化学実験教室」 係 

    FAXの場合は、03－3238－2514へ送信。 

   締め切り：  2003年 7月 7日（月）必着 
  ※  参加希望者が多数の場合は、抽選となります。 

         参加いただく方には事務局から直接ご連絡いたします。 
 
   一般の方のお問合先： BASFジャパン（株）四日市事業所 「夏休み化学実験教室」 事務局 

     TEL 0593-66-7777 （平日 10時から17時まで） 
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BASFジャパン株式会社 
   
本 社：   東京都千代田区紀尾井町 3番 3号 南部ビル  
創 業：   1949年 
代表取締役会社長： 成尾 友良 
従 業 員 数：  450名  
資 本 金：    132億円 
事 務 所：   東京（本社）、大阪、四日市（工場・研究所）、鹿島（工場） 
事 業 内 容：  
中間体本部、ポリマー本部、特殊化学品本部、ファインケミカル本部の 4つの事業部門により構成。四日市
市においては 1988 年より生産活動を開始。プロセスケミカルを始め、THF、ポリTHFなどのプラントを持つ。
また四日市のテクニカルセンターでは、世界各国に展開するR＆Dのネットワークを駆使し、日本ならびにア
ジア地域のお客様のニーズに合わせた応用開発を行っている。現在は、製紙薬品、顔料、特殊薬品、ディス
パージョン、エンジニアリング･プラスチック、化粧品、ビタミンのラボを持っている。 

 
主要製品： 
●中間体本部：ジオール類、酸、溶剤・可塑剤、アミン類、無機薬品類、特殊中間体、電子材料ケミカル、触媒 
●ポリマー本部：エンジニアリング･プラスチック、スチレン系ポリマー熱可塑性ポリウレタン 
●特殊化学品本部：アクリルモノマー、製紙薬品、顔料･コーティング、皮革化学品、特殊薬品 
●ファインケミカル本部：動物用栄養（アニマルニュートリション）、化粧品原料・香料原料、医薬品原料 
 
BASFについて： 
BASF（ビーエーエスエフ）は、原油と天然ガスの他、化学品、プラスチック、高機能製品、農薬、ファインケミ
カル等の高付加価値製品をお客様に提供する世界の化学業界のリーディング・カンパニーです。BASF の
統合生産・経営システムは、ドイツ語の「フェアブント」として知られ、同社の特異な強みであり、コスト面での
優位性と競争力をもたらしています。BASF は「持続可能な発展」の基本方針に則って企業活動を行ってい
ます。2002 年度は約 320億ユーロ（約 340 億ドル）の売上高を計上し、世界で 8万 9000 人の従業員を抱
えています。BASF の株式はフランクフルト（BAS）、ロンドン（BFA）、ニューヨーク（BF）、パリ（BA）、チュー
リッヒ（BAS）の各株式市場において取引されています。同社のインターネットホームページアドレスは：
www.basf.com です。BASF ジャパン（株）のインターネットホームページのアドレスは：www.basf-
japan.co.jpです。 
 
持続可能な発展（サステイナブル･デベロップメント）：  
BASF では、ビジネスでの成功は社会的責任ある行動と切り離して考えることができないという理念のもと、
経済性よりも、環境保護や安全・衛生問題を優先させることが徹底されています。BASFは世界の化学業
界の自主的なイニシアチブである「レスポンシブル・ケア」に則った活動を行い、「持続可能な発展」に大き
く貢献しています。さらに製品とその生産プロセスをエコノミーとエコロジーの両面から分析する“エコ効率
分析法”という独自の革新的ツールを開発しました。 
 
 
n 本件に関するお問合せ先 
BASFジャパン（株） コーポレート・コミュニケーションズ 田所／小池 TEL 03-3238-2341 
 
BASFジャパン（株） 広報担当／ヒル･アンド・ノウルトン・ジャパン 
            角田／藤芳 TEL: 03-3288-2671 （代） 

 


